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『みんなちがって、みんないい。』 ～共生社会を目指して～

誰もが「手話」を親しみ、ろう者と聞こえる人がお互いを理解し合う
共生社会の実現をめざします。

ろう者とは･･･

聴覚障害のある方で、手話を
言語として生活をしている人のこ
とをいいます。

手話とは･･･

日本語とは体系の異なる、手
指や体の動き、表情を使う視覚
的な言語です。

【基本理念】
・ 手話は言語であり、大切に受け継いできた独自の言語体系を持つ文化的所産
であることを理解しなければならない。

【市の責務】
・ ろう者の社会的障壁の除去への合理的配慮を行う。
・ 手話の理解及び普及を図る。
・ 手話を使用しやすい環境を整備する。
・ 手話を使用する職員が増えるよう研修を実施する。
【事業者の役割】
・ ろう者を雇用するときやろう者にサービスを提供するとき、手話の使用に配慮する。
【市民の役割】
・ 手話に関する理解を深め、手話の普及に関する市の施策に協力する。

手話言語条例の概要

御坊市手話言語条例（令和３年４月１日施行）



ろう者との基本的なコミュニケーションの取り方
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ポイント

方 法

手話がわからなくても、コミュニケーションを取ることができます。

① 相手の顔を見ましょう。
② 気持ちを込めましょう。
※ 表情をつけるとより分かりやすいです。

① ジェスチャー
身振り手振りをつけて伝えます。

② 筆談や空書(そらがき)
紙や空間に文字を書いて伝えます。
・ 文章は短く、分かりやすく簡潔に。難しい漢字は避けます。
・ 要件が的確に伝わるようにしてください。

③ 口話
口の形をはっきりとさせて話してください。
・ 口の開き方を見ますので、相手の反応を見ながらゆっくり、はっきりと
話しましょう。

・ 「こ・ん・に・ち・は」と一音ずつ区切る必要はありません。

【手話を必要とする人】
生まれつき、又は幼少期の頃に
「音」を感じることができなかったため、
発語ができなくなり、コミュニケーショ
ン方法として、手話を使っています。



かんたんな手話を表してみましょう

右手はペンを握る形にし、
左手は手の平を上に向け、
右手をペン、左手を紙に
見立てます。
左手の紙に書くように、
右手を前後に動かします。

握った手を
頭の横にあて、
下におろします。

おはようございます こんにちは 書きましょうか？

人差し指と中指を
伸ばした片手を
額にあてた後、
おじぎします。
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口話も付けると
分かりやすいよ



かんたんな手話を表してみましょう

右手の指先で、
右肩を二回後ろに
払います。

人差し指を立て、
顔の前で左右に
何度か振ります。

どうしましたか？ 分かりました 分かりません

右の手のひらで
胸のあたりに
手をあてて、
少し下げます。
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表情が大事！


